
国
際
法
史
上
の
問
題
と
し
て
の
ス
イ
ス
の
「
独
立
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一
）

―
―
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ウ
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ト
フ
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リ
ア
・
シ
ス
テ
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名
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国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（一）
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序
論：

問
題
の
所
在

第
一
章
　
ス
イ
ス
の
「
独
立
」
を
巡
る
「
通
説
」

第
一
節
　
ス
イ
ス
史
研
究
及
び
帝
国
国
制
史
研
究
に
お
け
る
「
通
説
」

第
二
節
　
国
際
法
史
研
究
に
お
け
る
「
通
説
」

第
二
章

「
通
説
」
に
対
す
る
疑
問
a：

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前

の
ス
イ
ス

第
一
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
の
「
ス
イ
ス
」
と
帝
国
の
関

係
第
二
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
の
「
ス
イ
ス
」
に
よ
る
「
外

交
」
活
動：

条
約
締
結
事
例

第
三
章
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
及
び
講
和
条
約
に
お
け
る
ス
イ

ス
誓
約
同
盟

第
一
節
　
講
和
会
議
へ
の
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
参
加

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
本
号
）

第
二
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
け
る
ス
イ
ス
誓
約
同
盟：

「
ス
イ
ス
条
項
」

第
三
節

「
ス
イ
ス
条
項
」
の
評
価

第
四
章

「
通
説
」
に
対
す
る
疑
問
s：

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後

の
ス
イ
ス

第
一
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
と
帝
国
の
関

係
第
二
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
に
よ
る
「
外

交
」
活
動：

条
約
締
結
事
例

結
　
論…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
八
一
巻
五
号
）



序
論：

問
題
の
所
在

国
際
法
学
（
そ
し
て
、
国
際
関
係
論
）
に
お
け
る
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
神
話
」

（
１
）

、
即
ち
、
一
六
四
八
年
の
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア

条
約
」（A

cta
Pacis

W
estphalicae

：

「
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
講
和
条
約
」（Instrum

entum
Pacis

O
snabrugense

）（
以
下
「
I
P
O
」

と
す
る
。）
と
「
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
講
和
条
約
」（Instrum

entum
Pacis

M
onasteriense

）（
以
下
「
I
P
M
」
と
す
る
。）
か
ら
成
る
（
２
）

。）
に

よ
っ
て
欧
州
の
近
代
的
主
権
国
家
相
互
間
の
関
係
、
そ
し
て
近
代
国
際
法
の
歴
史
が
始
ま
る
と
す
る
理
解
、
を
支
え
る
重
要
な
歴
史

的
「
事
実
」
の
一
つ
は
、
同
条
約
に
お
い
て
ス
イ
ス
の
「
独
立
」
が
法
的
に
承
認
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ

れ
に
よ
り
近
代
主
権
国
家
を
構
成
単
位
と
す
る
欧
州
国
家
系
の
原
型
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
解
釈
が
成
立
す
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。

確
か
に
（
本
稿
に
お
い
て
も
後
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
）、
I
P
O
第
六
条
（
I
P
M
第
六
一
条
）（「
ス
イ
ス
条
項
」）
は
、「
ス
イ
ス
誓

約
同
盟
」（die

schw
eizerische

E
idgenossenschaft

）

（
３
）

が
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
（
４
）

」
を
規
定

し
て
お
り
、
こ
れ
を
ス
イ
ス
独
立
の
「
法
的
」
承
認
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
妥
当
な
解
釈
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
一
六
四
八
年
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
「
国
際
法
上
の
法
的
独
立
の
承
認
」
と
い
う
理
解
の
背
景
に
は
、「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー

ベ
ン
／
ス
イ
ス
（
人
）
戦
争
（
５
）

」
を
終
了
さ
せ
た
一
四
九
九
年
の
「
バ
ー
ゼ
ル
講
和
」
に
よ
っ
て
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
が
帝
国
か
ら
の

「
事
実
上
の
独
立
」
を
既
に
獲
得
し
て
い
た
と
い
う
理
解
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
四
九
九
年
の
「
事
実
上
の
独
立
」
か
ら

一
六
四
八
年
の
「
法
的
独
立
」
へ
と
連
な
る
ス
イ
ス
の
独
立
の
過
程
は
、
本
稿
第
一
章
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
法
史
の
み

な
ら
ず
、
歴
史
学
一
般
に
お
け
る
「
通
説
」
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
て
き
た
も
の
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
ス
イ
ス
史
研
究
者
の
中
に
は
一
四
九
九
年
以
降
の
事
実
上
の
ス
イ
ス
の
独
立
と
い
う
通
説
的
理
解
に
対
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し
て
疑
義
を
提
示
す
る
者
が
い
る
。
そ
れ
ら
の
者
に
よ
る
論
考
は
、
主
と
し
て
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
構
成
諸
邦
（O

rt

）

（
６
）

そ
れ
自
体
の

実
態
を
解
明
し
、
或
い
は
諸
邦
と
帝
国
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、「
通
説
」
に
対
す
る
批
判
を
試
み
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
は
同
時
に
、
一
六
四
八
年
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
国
際
法
上
の
独
立
と
い
う
国
際
法
史
研
究
に
お
け
る
通
説
的
理
解
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
前
後
も
含
め
て
、
ス
イ
ス
（
誓
約
同
盟
）
が
帝
国
及
び
帝
国
外
の
諸
勢
力
と
ど
の

よ
う
な
関
係
を
有
し
た
の
か
を
検
討
し
、
同
時
に
同
条
約
に
お
け
る
「
ス
イ
ス
条
項
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

ス
イ
ス
の
独
立
を
巡
る
通
説
的
理
解
の
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
以
下
で
は
、
次
の
順
で
議
論
が
展
開
さ
れ

る
。
先
ず
、
ス
イ
ス
の
独
立
を
巡
る
「
通
説
」
の
内
容
を
、
ス
イ
ス
史
及
び
帝
国
国
制
史
研
究
の
観
点
と
国
際
法
史
研
究
の
観
点
か

ら
確
認
す
る
（
第
一
章
）。
次
に
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
の
帝
国
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
関
係
を
巡
る
「
通
説
」
に
対
し

て
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
論
考
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
同
時
期
の
誓
約
同
盟
及
び
同
盟
構
成
諸
邦
に
よ
る
「
条
約
」
の
締
結
（
そ
れ
は
、

自
立
し
た
「
外
交
」
能
力
の
保
持
を
傍
証
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
に
関
す
る
事
例
を
確
認
す
る
（
第
二
章
）。
続
い
て
、
ウ
ェ
ス
ト

フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
期
に
お
け
る
ス
イ
ス
と
帝
国
の
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
、
同
会
議
へ
の
ス
イ
ス
参
加
の
実
態
に
つ
い
て
論
ず

る
と
同
時
に
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
取
扱
い
に
つ
い
て
論
ず
る
（
第
三
章
）。
最
後
に
、
同
条
約
以
降
の

時
期
に
つ
い
て
第
二
章
と
同
様
の
事
項
に
つ
い
て
論
ず
る
（
第
四
章
）。

第
一
章
　
ス
イ
ス
の
「
独
立
」
を
巡
る
「
通
説
」

第
一
節
　
ス
イ
ス
史
研
究
及
び
帝
国
国
制
史
研
究
に
お
け
る
「
通
説
」

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
至
る
ま
で
の
ス
イ
ス
の
法
的
地
位
を
巡
る
「
通
説
」
を
考
察
に
す
る
に
当
た
り
、
先
ず
、
ス
イ
ス
諸
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3



邦
、
特
に
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
一
三
世
紀
以
降
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
し
て
、

そ
の
際
に
先
ず
確
認
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
現
在
の
「
ス
イ
ス
連
邦
」
の
直
接
的
起
源
と
考
え
ら
れ
る
中
世
末
以
降
の
ス
イ
ス
地
方

の
歴
史
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
の
分
離
を
進
め
る
過
程
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ス
イ
ス
地
方
に
お
け
る
最
初
の
地
域
同
盟
の
構
成
主
体
と
な
っ
た
の
は
、
現
在
の
ス
イ
ス
の
中
央
部
に
位
置
す
る
渓
谷
地
帯
に
存

在
し
た
「
渓
谷
共
同
体
」（T

algem
einde

）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
共
同
体
の
一
つ
で
あ
る
ウ
ー
リ
（U

ri

）
が
一
二
三
一
年
に
、
そ
の

九
年
後
に
は
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
（Schw

yz

）
が
、
各
々
皇
帝
特
許
状
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
両
共
同
体
が
帝
国
直
属
資
格

を
付
与
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
（
７
）

。
さ
ら
に
、
一
三
○
九
（
ま
た
は
二
四
）
年
に
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
（U

nterw
alden

）
全
体

（
但
し
、
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
と
は
、
そ
の
東
半
分
を
占
め
る
ニ
ー
ト
ヴ
ァ
ル
デ
ン
（N

idw
alden

）
と
西
半
分
を
占
め
る
オ
プ
ヴ
ァ
ル
デ

ン
（O

bw
alden

）
の
総
称
で
あ
っ
て
、
両
者
は
異
な
る
歴
史
を
歩
む
。）
が
帝
国
直
属
資
格
を
承
認
さ
れ
る
（
８
）

。（
以
上
の
三
邦
は
「
原
初

（
三
）
邦
」（U

rkanton

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
９
）

。）
さ
ら
に
そ
の
後
も
、
一
五
世
紀
後
半
に
至
る
ま
で
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（Zürich

）・

ベ
ル
ン
（B

ern

）・
ル
ツ
ェ
ル
ン
（Luzern
）・
ツ
ー
ク
（Zug

）・
グ
ラ
ル
ス
（G

larus

）
等
が
帝
国
か
ら
の
特
権
を
獲
得
す
る
。（
ウ
ェ

ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
時
期
に
誓
約
同
盟
を
構
成
し
た
一
三
邦
の
中
で
、
以
上
の
諸
邦
は
「
八
古
邦
」（A

cht
alte

O
rte

）
と
呼
ば
れ
る
（
10
）

。
そ

の
他
の
五
邦
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
（Freiburg

）・
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
（Solothurn

）・
バ
ー
ゼ
ル
（B

asel

）・
シ
ャ
フ
ハ
オ
ゼ
ン
（Schaffhausen

）・

ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
（A

ppenzell

）
は
当
初
「
属
邦
」（Zugew

andter
O

rt

）

（
11
）

で
あ
っ
た
が
、
一
四
八
一
年
か
ら
一
五
一
三
年
に
か
け
て
邦
の

地
位
を
獲
得
し
た
（
12
）

。）

以
上
の
諸
邦
の
間
で
は
、
例
え
ば
、
一
二
四
三
年
に
ベ
ル
ン
と
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
間
の
都
市
同
盟
が
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
三

世
紀
前
半
に
は
上
級
領
主
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
の
同
盟
が
構
築
さ
れ
て
い
る
（
13
）

。
そ
し
て
、
一
二
九
一
年
七
月
一
五
日
に
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
出
身
の
皇
帝
ル
ド
ル
フ
一
世
が
死
亡
す
る
と
、
同
年
八
月
一
日
に
ウ
ー
リ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
・
ニ
ー
ト
ヴ
ァ
ル
デ
ン
の
三
共

同
体
が
同
家
の
支
配
に
抗
し
て
同
盟
（
原
ス
イ
ス
永
久
同
盟
）
を
結
成
す
る
（
14
）

。
こ
の
同
盟
は
「
自
由
と
自
治
」
と
地
域
の
平
和
維
持
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の
た
め
に
無
償
の
相
互
援
助
を
誓
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
代
に
至
る
ス
イ
ス
国
家
誕
生
の
出
発
点
と
さ
れ
て
い
る
（
15
）

。（
尚
、

こ
の
同
盟
は
、
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
の
た
め
の
古
く
か
ら
の
（
正
確
な
起
源
は
不
明
の
よ
う
で
あ
る
）
同
盟
の
更
新
と
し
て
結
成
さ
れ
て
い
る
（
16
）

。）

そ
し
て
、
こ
の
同
盟
は
、「
誓
約
同
盟
」（E

idgenossenschaft

）
と
し
て
一
三
一
五
年
一
二
月
九
日
の
更
新
を
経
て
次
第
に
拡
大
し
、

一
四
八
一
年
に
は
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
の
加
盟
に
よ
り
）
ス
イ
ス
地
域
の
ド
イ
ツ
語
圏
を
越
え
る
ま
で
に
成
長
す
る
の

で
あ
る
（
17
）

。

一
五
世
紀
後
半
ま
で
の
こ
の
よ
う
な
勢
力
の
増
大
を
背
景
と
し
て
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
は
、
帝
国
税
の
支
払
命
令
や
皇
帝
軍
へ
の

兵
員
供
出
要
求
を
拒
絶
し
（
18
）

、
ま
た
帝
国
最
高
法
院
（
帝
室
裁
判
所
（R

eichskam
m

ergericht

））
の
命
令
の
適
用
を
拒
否
す
る
な
ど

し
た
（
19
）

。
そ
し
て
、
武
力
衝
突
（
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
／
ス
イ
ス
（
人
）
戦
争
）
の
末
に
一
四
九
九
年
九
月
二
二
日
に
講
和
（
バ
ー
ゼ
ル

講
和
）
が
結
ば
れ
、
帝
国
最
高
法
院
の
管
轄
権
か
ら
の
免
除
が
誓
約
同
盟
に
与
え
ら
れ
る
と
共
に
、
一
般
帝
国
税
（
ゲ
マ
イ
ナ
ー
＝

プ
フ
ェ
ニ
ヒ
）
も
取
り
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
20
）

。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ

た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
帝
位
を
保
持
す
る
帝
国
か
ら
、
誓
約
同
盟
が
事
実
上
独
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
21
）

。

こ
の
よ
う
に
、
一
四
九
九
年
以
降
の
ス
イ
ス
が
少
な
く
と
も
事
実
上
は
帝
国
か
ら
独
立
し
た
地
位
に
あ
っ
た
と
す
る
評
価
が
生
ま

れ
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
ス
イ
ス
の
独
立
に
「
法
的
な
承
認
」
を
与
え
た
も
の
が
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
理
解
は
、
先
ず
、
ス
イ
ス
ま
た
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
巡
る
通
史
的
記
述
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（P.

H
.

W
ilson

）
は
、
彼
の
著
書
『
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
（
一
四
九
五
年
―
一
八
○
六
年
）』
に
お
い
て
、「
ス
イ
ス

諸
邦
を
支
配
下
に
お
こ
う
と
し
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
試
み
は
何
度
も
失
敗
に
終
わ
り
、
こ
の
結
果
ス
イ
ス
は
、
一
四
九
九
年
に
帝

国
か
ら
事
実
上
の
（de

facto

）
独
立
を
達
成
」
し
、「
こ
の
独
立
は
国
際
的
に
は
、
一
六
四
八
年
に
承
認
さ
れ
た
」
と
簡
潔
に
述
べ

て
い
る
（
22
）

。
ま
た
、
イ
ム
・
ホ
ー
フ
（U

.Im
H

of

）
に
よ
る
ス
イ
ス
通
史
の
記
述
に
お
い
て
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
り
ス

イ
ス
の
「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
の
国
際
法
上
の
分
離
」
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
（
23
）

。
さ
ら
に
、『
新
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
近
代
史
』
シ
リ
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ー
ズ
に
お
い
て
も
、（
バ
ー
ゼ
ル
講
和
が
領
域
的
現
状
に
つ
い
て
の
何
ら
の
変
更
を
も
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
や
ス
イ
ス
に
対
す
る
帝
国
の
権
威

の
主
張
に
つ
い
て
は
沈
黙
す
る
と
い
っ
た
指
摘
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
記
述
は
詳
細
で
は
あ
る
も
の
の
）「﹇
バ
ー
ゼ
ル
講
和
に

よ
り
、
皇
帝
﹈
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
は
ス
イ
ス
の
独
立
と
い
う
事
実
を
受
け
入
れ
た
（
24
）

」
と
さ
れ
る
と
共
に
、「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
至
る

ま
で
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
は
欧
州
国
家
系
の
基
礎
と
み
な
さ
れ
」「
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
諸
州
連
合
﹇
オ
ラ
ン
ダ
﹈
と
ス
イ
ス
同

盟
（th

e
Sw

iss
C

onfederation

）
二
国
の
独
立
承
認
は
、
国
家
の
創
設
や
消
滅
に
つ
い
て
の
批
准
を
欧
州
全
体
の
会
議
（a

E
uropean

congress
）
の
み
が
行
い
得
る
と
の
確
信
を
あ
る
程
度
是
認
し
得
た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
25
）

。
尚
、
日
本
に
お
い
て

も
、『
西
洋
史
辞
典
』
は
「
ス
イ
ス
連
邦
共
和
国
」
に
関
し
て
、「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦
争
の
勝
利
で
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
の
分
離

が
確
定
」
し
、「
一
六
四
八
年
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
っ
て
独
立
を
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
（
26
）

。
こ
の
他
に
も

同
様
の
見
解
を
示
す
通
史
的
著
作
は
多
い
（
27
）

。

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
ス
イ
ス
史
や
帝
国
国
制
史
に
関
連
す
る
個
別
研
究
に
お
い
て
も
受
容
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
ュ
タ
ト

ラ
ー
（P.Stadler

）
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
っ
て
、
一
四
九
九
年
以
降
に
誓
約
同
盟
に
参
加
し
た
邦
の
帝
国
か
ら
の
正

式
な
独
立
が
疑
い
な
い
も
の
と
さ
れ
る
と
同
時
に
、
帝
国
法
上
の
み
な
ら
ず
、
国
際
法
上
も
「
誓
約
同
盟
全
体
の
主
権
」（die

gesam
teidgenössische

Souveränität

）
が
承
認
さ
れ
た
と
し
て
い
る
（
28
）

。
ま
た
、
伊
藤
は
、
I
P
O
第
六
条
に
よ
り
「
帝
国
裁
判
所

の
管
轄
権
か
ら
バ
ー
ゼ
ル
市
及
び
ス
イ
ス
が
免
属
さ
れ
る
こ
と
」
は
「
中
世
以
来
裁
判
権
が
君
主
権
の
中
核
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、」「
帝
国
か
ら
の
離
脱
を
意
味
す
る
も
の
と
な
っ
た
（
29
）

」
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
通
説
」
は
、
ズ
ィ
ク
リ
ス
ト
（H

.Sigrist
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
末
以
降
に
受
容
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
即

ち
、「
誓
約
同
盟
の
帝
国
か
ら
の
分
離
は
、
帝
冠
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
へ
の
移
動
を
通
じ
て
準
備
さ
れ
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦
争
を

通
じ
て
事
実
上
完
了
さ
れ
、
一
六
四
八
年
に
は
形
式
的
に
の
み
再
度
確
認
さ
れ
た
、
と
い
う
エ
ク
ス
リ
（W

.Ö
chsli

）
の
﹇
一
八
九

○
年
の
論
文
に
お
け
る
﹈
叙
述
は
、
全
て
の
歴
史
の
著
作
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
以
降
最
早
真
剣
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
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た
」
の
で
あ
る
（
30
）

。

第
二
節
　
国
際
法
史
研
究
に
お
け
る
「
通
説
」

以
上
の
よ
う
な
ス
イ
ス
の
独
立
を
巡
る
歴
史
学
上
の
通
説
的
理
解
は
、
諸
々
の
国
際
法
史
概
説
書
の
記
述
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
最
も
よ
く
代
表
す
る
も
の
が
、
ヌ
ス
バ
オ
ム
（A

.N
ussbaum

）
に
よ
る
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

「
一
四
九
九
年
に
ス
イ
ス
（Sw

itzerland

）
は
、
バ
ー
ゼ
ル
講
和
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
点
で
帝
国
か
ら
分
離
し
た
。
こ
の
分
離
は
ス
イ
ス

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
は
同
時
に
ド
イ
ツ
皇
帝
で
あ
っ
た
）
と
の
間
の
長
き
に
わ
た
る
闘
争
の
結
果
で
あ
っ
た
。
一
四
九

九
年
以
降
も
ス
イ
ス
は
と
き
に
は
帝
国
の
構
成
員
と
し
て
振
舞
い
、
ま
た
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
（
一
六
四
八
年
）
に
よ
っ
て
よ
う
や
く

そ
の
独
立
の
法
的
承
認
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
ス
イ
ス
は
一
四
九
九
年
か
ら
主
権
国
家
（a

sovereign
state

）
と
み
な
さ
れ
て
い
た
（
31
）

。」

ま
た
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
と
ス
イ
ス
の
関
係
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
ツ
ィ
ー
ク
ラ
ー
（K

.-H
.

Ziegler

）
は
、

「
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
（
I
P
M
第
六
一
条：

I
P
O
第
六
条
）
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
の
主
権
（die

Souveränität

der
Schw

eiz

）
も
正
式
に
確
認
さ
れ
」、「
ス
イ
ス
の
諸
邦
（H

elvetiorum
cantones

）
は
『
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
』

（plena
libertas

et
exem

ptio
ab

im
perio

）
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ツ
ィ
ー
ク
ラ
ー
は
こ
の
こ
と
を

も
っ
て
、「
オ
ラ
ン
ダ
の
完
全
な
主
権
の
承
認
」
と
共
に
「
国
際
法
共
同
体
の
新
た
な
構
成
員
の
発
生
と
承
認
に
関
す
る
近
代
的
諸

原
則
の
発
達
の
出
発
点
が
据
え
ら
れ
た
（
32
）

」
と
す
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
ト
ゥ
ル
ヨ
ル
＝
イ
＝
セ
ラ
（A

.
T

ruyol
y

Serra

）
は
、「
ウ
ェ
ス
フ
ァ
リ
ア
条
約
が
ス
イ
ス
同
盟
（la

C
onfédération

helvétique

）
と
オ
ラ
ン
ダ
（les

Pays-B
as

）
の
帝
国
と
の
関
係
に
お
け
る
独
立
、
既
に
事
実
上
存
在
し
て
い
た
独
立
、
を
正
式
に

承
認
し
た
（
33
）

」
旨
を
記
し
て
い
る
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
（W

.
G

.
G

rew
e

）
も
、
同
条
約
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
の
独
立
と
並
ん
で
、
帝
国
の

紐
帯
か
ら
の
「
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
」
の
「
解
放
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
34
）

。
そ
し
て
、
ル
ー
ロ
フ
セ
ン
（C

.
G

.
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R
oelofsen

）
も
同
条
約
に
よ
っ
て
「
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
」
と
「
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
共
和
国
」
が
帝
国
に
帰
属
し
な
く
な
っ
た
と
し
て

い
る
（
35
）

。
さ
ら
に
、
ゴ
ー
リ
エ
（D

.
G

aurier

）
も
「
諸
州
連
合
」（Provinces-U

nies

）、
即
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
と
同
様
に
ス
イ
ス
諸
邦

（les
cantons

helvétiques

）
及
び
バ
ー
ゼ
ル
が
独
立
（indépendance

）
を
承
認
さ
れ
た
と
し
て
い
る
（
36
）

。
そ
の
他
に
も
、“Q

ue

sais-je?”
シ
リ
ー
ズ
に
含
ま
れ
て
い
る
『
国
際
公
法
史
』（H

istoire
du

droit
internationalpublic

）
に
お
い
て
、「
ス
イ
ス
は
、
そ

の
国
際
的
承
認
は
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
ま
で
生
じ
な
い
に
し
て
も
、
一
四
四
九
年
の
バ
ー
ゼ
ル
講
和
に
お
い
て

帝
国
か
ら
分
離
し
、
主
権
国
家
（É

tatsouverain

）
を
構
成
す
る
」
と
し
て
、
通
説
そ
の
も
の
が
記
述
さ
れ
て
い
る
（
37
）

。

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
一
八
・
一
九
世
紀
の
「
国
際
法
」
文
献
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
得
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
（E

.
de

V
attel

）
は
、
一
七
五
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
彼
の
著
書
『
国
際
法
』（Le

droit
des

gens

）
に
お
い
て
、
人
民
の
独
立
を
巡
る
議
論
の

中
で
「﹇
ス
イ
ス
の
﹈
独
立
が
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
い
て
皇
帝
及
び
ド
イ
ツ
全
体
（tout

le
C

orps
G

erm
anique

）
に
よ

り
承
認
さ
れ
た
（
38
）

」
と
し
、
ま
た
、
使
節
権
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、
ス
イ
ス
の
使
節
の
地
位
に
関
連
し
て
「
一
六
四
八
年
に
ウ
ェ
ス

ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
中
で
帝
国
か
ら
自
由
で
独
立
で
あ
る
こ
と
が
厳
粛
に
承
認
さ
れ
﹇
た
﹈」

（
39
）

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
40
）

。
ま
た
、
米
国

の
外
交
官
で
あ
っ
た
ホ
ィ
ー
ト
ン
（H

.W
heaton

）
は
、
一
八
四
五
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
欧
米
国
際
法
史
』（H

istory
ofthe

Law
of

N
ations

in
E

urope
and

A
m

erica

）
に
お
い
て
、「
ス
イ
ス
諸
邦
（the

Sw
iss

C
antons

）
及
び
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
諸
州
連
合
が
帝
国

と
の
古
き
関
係
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
政
治
革
命
を
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
が
確
認
し
た
」
こ
と
、
そ
し
て
「
こ

れ
ら
の
連
邦
制
共
和
国
（federalrepublics

）
の
独
立
（independence

）」
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
て
い
る
（
41
）

。

以
上
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
ス
イ
ス
の
独
立
を
巡
る
「
通
説
」
は
国
際
法
史
研
究
に
お
い
て
も
広
く
維
持
さ
れ
て
お
り
、
し
か

も
そ
の
よ
う
な
理
解
は
一
八
世
紀
中
葉
以
降
か
ら
存
在
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
「
序
論
」
に
お

い
て
触
れ
た
よ
う
に
、
近
年
で
は
「
通
説
」
に
対
し
て
疑
念
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
若
干
の
論
考
が
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
二
章
　
「
通
説
」
に
対
す
る
疑
問
a：

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
の
ス
イ
ス

第
一
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
の
「
ス
イ
ス
」
と
帝
国
の
関
係

「
通
説
」
が
内
包
す
る
第
一
の
問
題
点
は
、「
バ
ー
ゼ
ル
講
和
」
の
内
容
に
関
連
す
る
。「
通
説
」
に
よ
れ
ば
、
同
講
和
が
「
事
実

上
の
独
立
」
を
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
に
付
与
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
講
和
の
内
容
に
関
し
て
最
初
に
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
実
は
、
そ
こ
に
は
誓
約
同
盟
に
「
主
権
」
や
「
独
立
」
を
承
認
す
る
と
い
う
よ
う
な
文
言
は
登
場
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
（
42
）

。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
の
解
釈
を
巡
っ
て
は
、
相
対
立
す
る
よ
う
な
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
例
え
ば
、
複
数
の
ス
イ
ス
史
研
究
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
ス
イ
ス
通
史
（『
ス
イ
ス
及
び
ス
イ
ス
人
の
歴
史
』）
に
お
い
て

は
、
一
四
九
九
年
の
バ
ー
ゼ
ル
講
和
に
は
、
誓
約
同
盟
の
帝
国
か
ら
の
分
離
を
明
示
し
た
条
項
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
こ
の
講
和

条
約
の
条
文
に
は
そ
れ
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
（
43
）

。
ま
た
、
ガ
ラ
テ
ィ
（F.

G
allati

）
は
、
バ
ー
ゼ
ル
講
和
に
お
い

て
、
誓
約
同
盟
の
主
権
は
「
あ
た
か
も
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
」
と
し
た
上
で
、
誓
約
同
盟
の
帝
国
か
ら
の
分
離
が
規
定
さ
れ

て
い
な
い
と
同
時
に
、
そ
の
帝
国
へ
の
帰
属
も
ど
こ
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
皇
帝
が
誓
約

同
盟
を
神
聖
帝
国
の
構
成
員
と
し
て
恩
寵
と
好
意
の
も
と
に
再
び
置
く
こ
と
を
規
定
し
た
当
初
の
講
和
条
約
案
中
の
箇
所
が
誓
約

同
盟
の
要
請
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
通
説
を
よ
り
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
も
の
と
解
さ

れ
る
（
44
）

。（
尚
、
ガ
ラ
テ
ィ
は
、
一
四
九
九
年
に
事
実
上
の
独
立
を
達
成
し
、
そ
の
正
式
な
承
認
が
一
六
四
八
年
で
あ
る
と
す
る
通
説
は
、
一
世

紀
半
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
、
あ
た
か
も
「
誓
約
同
盟
が
正
式
の
承
認
を
求
め
た
」
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
事
実
は
そ
う
で
は
な
い

こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
45
）

。）
結
局
、
こ
れ
ら
の
諸
説
で
は
、「
若
干
の
よ
り
偉
大
な
文
書
と
同
様
に
、
バ
ー
ゼ
ル
講
和
の
主
た
る
重
要

性
は
、
そ
れ
が
語
ら
な
か
っ
た
事
柄
に
存
在
し
て
い
る
（
46
）

」
と
の
立
場
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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他
方
で
、
一
五
世
紀
に
お
い
て
「
誓
約
同
盟
は
帝
国
の
中
に
何
よ
り
も
キ
リ
ス
ト
教
世
界
全
体
（
そ
の
頂
点
に
は
皇
帝
が
『
教
会
の

保
護
者
（advocatus

ecclesiae

）』
と
し
て
立
っ
て
い
る
）
の
保
護
者
（die

Schutzm
acht

）
を
見
た
の
で
あ
り
、
こ
の
帝
国
に
つ
い
て

の
解
釈
は
そ
の
後
の
数
世
紀
間
に
お
い
て
も
守
ら
れ
た
」
こ
と
、
そ
し
て
「
帝
国
当
局
と
の
重
大
な
紛
争
、
例
え
ば
『
シ
ュ
ヴ
ァ
ー

ベ
ン
／
ス
イ
ス
（
人
）
戦
争
』
自
体
も
、
こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

「
確
か
に
一
四
九
九
年
の
バ
ー
ゼ
ル
講
和
は
、
誓
約
同
盟
諸
邦
を
一
定
の
義
務
か
ら
解
放
し
た
が
、
条
約
の
条
文
に
つ
い
て
の
先
入

観
を
も
た
な
い
解
釈
が
示
す
よ
う
に
、
決
し
て
帝
国
の
紐
帯
か
ら
の
分
離
を
記
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
主
張
す
る
説
が
あ
る
（
47
）

。

ま
た
、
ズ
ィ
ク
リ
ス
ト
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦
争
を
帝
国
改
革
に
反
対
す
る
誓
約
同
盟
と
帝
国
と
の
戦
争
と
す
る
通
説
的
見
解
に

同
調
せ
ず
、
そ
れ
を
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
対
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
紛
争
と
み
な
し
、
ま
た
、
誓
約
同
盟
の
「
帝
国
か
ら
の
事
実
上
の
分

離
」
を
認
め
た
と
さ
れ
る
バ
ー
ゼ
ル
講
和
（
特
に
、
そ
の
第
八
・
九
条
）
に
つ
い
て
、「
現
実
に
誓
約
同
盟
は
、
帝
国
に
対
す
る
自
ら

の
関
係
を
そ
れ
ま
で
常
に
そ
う
で
あ
っ
た
の
と
同
様
の
も
の
に
留
め
る
こ
と
の
み
を
求
め
」
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「﹇
誓
約
同
盟
は
﹈

帝
国
か
ら
の
分
離
に
つ
い
て
全
く
考
え
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
（
48
）

。

こ
の
よ
う
な
異
論
は
、「
バ
ー
ゼ
ル
講
和
に
よ
る
事
実
上
の
独
立
か
ら
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
る
法
的
（
正
式
）
な
独
立

へ
」
と
い
う
通
説
的
理
解
の
前
提
を
揺
る
が
す
重
大
な
問
題
提
起
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
諸
説
に
つ
い
て
そ
の
真
偽
を
問
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
通
説
」
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
れ
ら
諸
説
に
お
い
て
も
、
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
事

項
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
「
国
際
的
」
活
動
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
即
ち
、
従
来
の
諸
説

は
「
帝
国
か
ら
の
独
立
」
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
帝
国
外
の
諸
国
と
の
関
係
に
お
い
て
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
（
及

び
そ
の
個
々
の
邦
）
が
ど
の
よ
う
な
地
位
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
看
過
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
に
、
近
代
国
際
法
の
理

論
に
基
づ
い
て
「
独
立
」
や
そ
れ
に
伴
う
筈
の
「
主
権
」
の
存
在
を
論
じ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
検
討
も
必
要

と
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
誓
約
同
盟
（
ま
た
は
そ
の
構
成
邦
）
が
締
結
し
た
「
条
約
」
を
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検
討
し
な
が
ら
、
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
の
「
ス
イ
ス
」
に
よ
る
「
外
交
」
活
動：

条
約
締
結
事
例

先
ず
、
帝
国
外
の
存
在
と
し
て
ス
イ
ス
諸
邦
と
最
も
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
が
そ
れ
ら
と
の
間
で
締
結

し
た
「
条
約
」
を
見
て
み
た
い
。
例
え
ば
、
一
六
世
紀
初
頭
に
両
者
間
に
紛
争
が
発
生
し
た
際
、
一
五
一
六
年
一
一
月
に
「
恒
久
平

和
条
約
」（T

raité
de

Paix
perpétuelle

）

（
49
）

が
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
バ
ー
ゼ
ル
講
和
後
の
か
な
り
早

い
時
期
か
ら
フ
ラ
ン
ス
は
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
を
一
体
と
し
て
条
約
の
相
手
側
当
事
者
と
し
て
認
め
て
い
た
（
50
）

。
そ
し
て
そ
の
後
も
、
一

五
八
二
年
七
月
の
仏
国
王
（
ア
ン
リ
三
世
）
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
間
の
「
同
盟
条
約
（T

raité
d’A

lliance

）

（
51
）

や
一
六
○
二
年
一
月
の

「
同
盟
更
新
条
約
」（T

raité
de

R
enouvellem

ent
d’A

lliance

）

（
52
）

の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
同
盟
は
一
体
と
し
て
条
約
の
当
事
者
と
な
っ
て

い
る
（
53
）

。
し
か
し
、
常
に
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
が
一
体
と
な
っ
て
条
約
当
事
者
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
一
五
七
九
年
五
月
八

日
付
の
「
恒
久
条
約
」（T
raité

perpétuel

）

（
54
）

は
、
ア
ン
リ
三
世
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
・
ベ
ル
ン
・
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
間
で
締
結
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。（
但
し
、
こ
の
条
約
で
は
、
仏
国
王
と
ベ
ル
ン
・
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
間
の
関
係
が
先
行
し
（
前
文
）、
そ
れ
ら
の
恒
久
平
和
に
関
す

る
合
意
（
前
文
・
第
一
条
）
が
先
ず
達
成
さ
れ
、
こ
れ
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
も
加
わ
る
（
第
二
条
）
と
い
う
形
式
が
採
ら
れ
て
い
る
（
55
）

。）
ま
た
、
八

九
年
四
月
に
は
仏
国
王
と
ベ
ル
ン
・
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
間
で
条
約
（
56
）が

作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
個
別
の
邦
が
条
約
当
事

者
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
と
ス
イ
ス
諸
邦
と
の
間
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
見
出
さ
れ
る
。
一
五
八
七
年
五
月
に
は
西
国
王
（
フ
ェ
リ
ペ
二
世
）

と
ス
イ
ス
六
邦
と
の
間
で
同
盟
条
約
（
57
）が

締
結
さ
れ
、
一
六
○
四
年
四
月
に
は
フ
ェ
リ
ペ
三
世
に
よ
り
先
王
が
締
結
し
た
同
盟
条
約
が

更
新
さ
れ
て
い
る
（
58
）

。
さ
ら
に
、
三
十
年
戦
争
中
の
一
六
三
四
年
三
月
に
は
再
び
同
盟
更
新
の
た
め
の
条
約
（
59
）が

締
結
さ
れ
て
い
る
。
こ
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れ
ら
は
何
れ
も
ス
イ
ス
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
を
当
事
者
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
全
体
を
当
事
者
と
す
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
五
九
五
年
九
月
に
は
仏
西
両
国
王
及
び
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
全
体
が
当
事
者
と
な
る
条
約
（
60
）も

結
ば

れ
て
い
る
。

以
上
の
他
に
も
、
一
五
五
七
年
八
月
の
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
と
ス
イ
ス
七
邦
間
の
同
盟
条
約
（
61
）や

、
一
六
○
三
年
七
月
の
サ
ヴ
ォ
ワ

公
・
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
間
の
講
和
条
約
（
サ
ン
＝
ジ
ュ
リ
ア
ン
条
約
）

（
62
）

等
が
締
結
さ
れ
た
と
い
う
事
実
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
ス
イ
ス

諸
邦
が
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
に
締
結
し
た
条
約
の
相
手
側
当
事
者
は
多
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
事
例
か
ら
、
三
十
年
戦
争
以
前
か
ら
ス
イ
ス
諸
邦
は
帝
国
外
の
諸
国
と
、
個
別
の
邦
と
し
て
、
或
い
は
邦
の
連
合
体

と
し
て
、
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
相
手
側
当
事
者
が
そ
れ
ら
諸
邦

の
条
約
当
事
者
能
力
を
疑
問
視
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
仮
に
こ
れ
を
、
近
代
国
際
法
の
理
論
に
よ
っ
て
説
明
す
る
な
ら
ば
、
条

約
締
結
主
体
で
あ
っ
た
ス
イ
ス
諸
邦
は
、
個
別
の
邦
と
し
て
も
、
ま
た
邦
の
同
盟
と
し
て
も
、
国
際
法
人
格
を
各
国
に
承
認
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
国
家
承
認
」
に
関
す
る
理
論
が
当
時
存
在
し
て
い
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
（
63
）

。
こ
こ
で
は
、
ス
イ
ス
諸
邦
が
一
六
世
紀
中
の
欧
州
国
家
間
関
係
に
お
い
て
条
約
締
結
主
体
と
し
て
存
在
し
て
い
た

と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

尚
、
以
上
に
挙
げ
た
諸
事
例
の
中
で
、
特
に
同
盟
条
約
に
関
し
て
指
摘
さ
れ
る
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟

内
で
の
宗
派
的
対
立
の
問
題
が
そ
れ
ら
同
盟
条
約
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
を
構

成
し
た
一
三
邦
は
宗
教
的
に
三
つ
の
集
団
に
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
諸
邦
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
・

ベ
ル
ン
・
バ
ー
ゼ
ル
・
シ
ャ
フ
ハ
オ
ゼ
ン
）、
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
（
ウ
ー
リ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
・
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
・
ル
ツ
ェ
ル
ン
・

ツ
ー
ク
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
）、
そ
し
て
両
宗
派
間
の
平
等
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
が
導
入
さ
れ
た
諸
邦
（
グ
ラ
ル

ス
・
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
）
で
あ
る
（
64
）

。
こ
れ
ら
各
派
は
、
特
に
、
一
五
三
一
年
の
第
二
次
カ
ッ
ペ
ル
（K

appel

）
講
和
に
よ
っ
て
、
各
邦
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の
宗
派
は
当
該
邦
の
当
局
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
（
即
ち
、
こ
れ
は
後
に“ cuius

regio,
eius

religio”

原
則
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
る
。）
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
他
邦
や
誓
約
同
盟
全
体
に
対
し
て
宗
派
転
向
を
促
す
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
に
、
宗
派

的
対
立
は
固
定
さ
れ
て
い
た
（
65
）

。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
宗
派
集
団
ご
と
に
同
盟
結
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
誓
約

同
盟
全
体
の
結
束
は
乱
れ
、
様
々
な
長
期
的
悪
影
響
が
誓
約
同
盟
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
改
革
期
以
降
の
誓
約

同
盟
内
部
の
深
刻
な
宗
派
的
対
立
も
、
誓
約
同
盟
自
体
の
崩
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス
イ
ス
諸
邦
は
、
誓
約
同
盟
の
維

持
を
優
先
さ
せ
、
宗
派
的
対
立
を
原
因
と
す
る
同
盟
崩
壊
が
現
実
の
も
の
と
な
る
以
前
に
、
妥
協
を
常
に
達
成
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、

ス
イ
ス
に
お
い
て
「
宗
教
改
革
は
同
盟
全
体
の
利
益
た
め
に
妥
協
に
終
わ
っ
た
」
の
で
あ
り
、
ス
イ
ス
は
「
宗
教
改
革
の
危
機
を
国

家
と
し
て
は
（as

a
state

）
概
ね
無
傷
で
乗
り
切
っ
た
」
の
で
あ
る
（
66
）

。

第
三
章
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
及
び
講
和
条
約
に
お
け
る
ス
イ
ス
誓
約
同
盟

第
一
節
　
講
和
会
議
へ
の
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
参
加

ス
イ
ス
は
三
十
年
戦
争
に
無
関
係
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
六
三
三
年
九
月
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
の
侵
入
を
受
け
、
ま
た

グ
ス
タ
フ
・
ア
ド
ル
フ
か
ら
の
同
盟
結
成
の
要
請
に
よ
り
諸
邦
間
の
関
係
が
緊
張
す
る
な
ど
し
た
（
67
）

。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
交
戦
当

事
者
に
よ
る
個
々
の
領
域
侵
害
や
諸
々
の
危
機
が
中
立
へ
の
意
識
を
高
め
、「
防
衛
軍
事
協
定
」（D

efensionale

）
に
よ
っ
て
全
ス

イ
ス
的
な
防
衛
組
織
が
初
め
て
誕
生
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
（
68
）

。
こ
れ
ら
の
事
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ス
イ
ス
の
三
十
年
戦
争

へ
の
関
わ
り
方
は
受
動
的
・
消
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
本
政
策
は
「
中
立
」
に
重
点
が
置
か
れ
、
ま
た
「
一
六
一
八
年
か
ら

一
六
四
八
年
の
三
○
年
間
に
中
立
の
意
識
が
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
（
69
）

」
と
も
評
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
70
）

。

こ
の
よ
う
な
三
十
年
戦
争
と
の
関
わ
り
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
ス
イ
ス
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
へ
の
対
応
は
積
極

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（一）
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的
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。（
ま
た
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
三
主
要
当
事
者
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
・
フ
ラ
ン
ス
国
王
・
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
女
王
）
か
ら
し
て
も
、
ス
イ
ス
を
巡
る
問
題
は
当
面
の
重
要
課
題
と
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
71
）

。）
実

際
に
、
ス
イ
ス
か
ら
の
講
和
会
議
へ
の
参
加
者
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
の
講
和
交
渉
に
参
加
し
た
当
時
の
バ
ー
ゼ
ル
市
長

（B
ürgerm

eister

）
ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
（Johann

R
udolfW

ettstein

（1594- 1666

））
の
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼

の
正
式
な
参
加
資
格
は
バ
ー
ゼ
ル
市
及
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
諸
邦
の
代
表
と
し
て
で
あ
っ
て
、
ス
イ
ス
全
体
を
代
表
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
（
72
）

。
こ
の
ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
の
み
の
講
和
会
議
へ
の
参
加
と
い
う
事
態
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
発
生
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
73
）

。

ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
拡
大
過
程
に
お
い
て
、
バ
ー
ゼ
ル
の
加
盟
は
一
五
○
一
年
に
実
現
す
る
（
74
）

。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
一
四
九
九
年
の

バ
ー
ゼ
ル
講
和
に
よ
り
既
存
の
同
盟
構
成
邦
が
帝
国
最
高
法
院
の
管
轄
権
や
帝
国
税
か
ら
の
免
除
を
皇
帝
か
ら
正
式
に
獲
得
し
た
後

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
当
該
免
除
が
同
市
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
主
張
の
根
拠
と
な
り
、
実
際
に
帝
国
最
高
法
院
は
バ
ー

ゼ
ル
及
び
そ
の
市
民
が
自
己
の
管
轄
権
か
ら
の
免
除
を
享
受
し
な
い
も
の
と
み
な
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
バ
ー
ゼ
ル
は
、

一
五
二
一
年
に
新
た
な
帝
国
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
き
に
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
（
75
）

の
割
当
（K

reiseinteilung

）
に
含
ま
れ
、
帝
国
税
の

支
払
い
を
要
求
さ
れ
た
。
ま
た
、
帝
国
最
高
法
院
へ
の
出
廷
を
求
め
ら
れ
、
帝
国
議
会
と
ク
ラ
イ
ス
議
会
へ
の
参
加
者
の
リ
ス
ト
に

含
ま
れ
る
な
ど
も
し
た
の
で
あ
る
（
76
）

。（
バ
ー
ゼ
ル
と
同
様
に
、
一
四
九
九
年
以
降
に
誓
約
同
盟
に
加
盟
し
た
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
、
帝
国

最
高
法
院
の
管
轄
権
か
ら
の
免
除
等
を
否
定
さ
れ
て
い
た
邦
と
し
て
、
シ
ャ
フ
ハ
オ
ゼ
ン
及
び
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
が
あ
っ
た
（
77
）

。）

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
バ
ー
ゼ
ル
は
帝
国
最
高
法
院
に
よ
る
召
喚
に
抵
抗
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
皇
帝
に
よ
り
付
与
さ
れ

た
諸
特
権
や
自
ら
の
自
由
都
市
と
し
て
の
地
位
が
援
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
バ
ー
ゼ
ル
の
諸
特
権
は
、
同
市
が
信
じ
ま
た

望
ん
だ
ほ
ど
に
は
包
括
的
な
も
の
で
は
な
く
、
同
市
は
繰
り
返
し
帝
国
最
高
法
院
に
召
喚
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
78
）

。

さ
ら
に
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
当
時
の
バ
ー
ゼ
ル
に
関
し
て
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
に
参
加
す
べ
き
特
殊
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な
事
情
も
存
在
し
た
。
そ
の
当
時
、
バ
ー
ゼ
ル
市
民
を
相
手
側
当
事
者
と
す
る
訴
訟
に
お
い
て
、
満
足
の
行
く
判
決
を
バ
ー
ゼ
ル
の

裁
判
所
か
ら
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た
者
の
若
干
は
、
当
該
訴
を
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
帝
国
最
高
法
院
に
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
場

合
に
も
、
バ
ー
ゼ
ル
の
帝
国
最
高
法
院
の
管
轄
権
か
ら
の
免
除
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
そ
の
種
の
事
例
の
う
ち
で
最
も
有
名
な
も
の

が
、
シ
ュ
レ
ッ
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
（Schlettstadt

）
の
ワ
イ
ン
商
ヴ
ァ
ハ
タ
ー
（Florian

W
achter

）
を
巡
る
次
の
よ
う
な
事
例
で
あ

る
。一

六
四
○
年
に
ヴ
ァ
ハ
タ
ー
は
バ
ー
ゼ
ル
市
の
輸
送
業
者
に
商
品
の
輸
送
を
委
託
し
た
。
輸
送
の
途
中
で
当
該
輸
送
業
者
は
フ
ラ

ン
ス
軍
騎
兵
の
襲
撃
を
受
け
（
三
十
年
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
）、
馬
匹
も
喪
失
し
た
。
当
該
輸
送
業
者
は
、
ヴ
ァ
ハ
タ
ー
に
対
し
て

賠
償
を
求
め
て
バ
ー
ゼ
ル
市
の
裁
判
所
に
出
訴
し
、
判
決
を
得
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ァ
ハ
タ
ー
は
、
そ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、

帝
国
最
高
法
院
に
控
訴
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
バ
ー
ゼ
ル
市
当
局
は
自
ら
の
都
市
民
に
外
国
の
裁
判
所
で
応
訴
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い

た
た
め
、
輸
送
業
者
は
帝
国
最
高
法
院
に
出
廷
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
帝
国
最
高
法
院
は
、
帝
国
領
域
内
に
あ
る
バ
ー
ゼ
ル
の
商

品
の
差
押
を
ヴ
ァ
ハ
タ
ー
に
認
め
た
。
バ
ー
ゼ
ル
（
及
び
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
）
は
、
こ
の
よ
う
な
差
押
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
発
生

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
、
ラ
イ
ン
河
沿
岸
の
通
商
活
動
に
対
す
る
深
刻
な
影
響
を
懸
念
し
、
皇
帝
の
仲
介
に
期
待
し
た
が
、
望
ま

し
い
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
使
節
の
仲
介
に
期
待
し
つ
つ
、
ヴ
ェ
ッ
ト
シ

ュ
タ
イ
ン
は
バ
ー
ゼ
ル
か
ら
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
に
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
79
）

。

こ
の
よ
う
に
、
三
十
年
戦
争
中
に
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
全
体
と
し
て
は
中
立
的
態
度
を
保
持
し
つ
つ
も
、
同
盟
の
一
員
で
あ
っ
た
バ

ー
ゼ
ル
は
帝
国
と
の
関
係
で
重
要
な
法
的
問
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
ス
イ
ス
か
ら
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議

参
加
者
が
バ
ー
ゼ
ル
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
の
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
立
場
を
踏
ま
え
て
の
交
渉
結
果

と
し
て
、
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
バ
ー
ゼ
ル
の
名
が
特
に
言
及
さ
れ
る
か
た
ち
で
の
条
文
が
起
草
さ
れ
、
講
和
条
約
中
に
含
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
80
）

。
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但
し
、「
ス
イ
ス
条
項
」
が
帝
国
と
バ
ー
ゼ
ル
の
関
係
と
い
う
い
わ
ば
「
帝
国
内
問
題
」
へ
の
考
慮
の
み
か
ら
作
成
さ
れ
た
と
す

る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
ボ
ス
バ
ッ
ハ
（F.

B
osbach

）
に
よ
れ
ば
、
一
六
四
七
年
一
一
月
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
に
お
い
て
皇
帝
側

使
節
と
ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
の
間
で
の
ス
イ
ス
の
帝
国
か
ら
の
免
除
に
関
す
る
条
項
に
つ
い
て
の
交
渉
が
終
了
し
た
と
き
に
、
皇

帝
の
使
節
（Isaak

V
olm

ar

）
は
欧
州
に
お
け
る
誓
約
同
盟
の
地
位
に
つ
い
て
の
彼
の
見
解
を
あ
る
覚
書
（A

ktennotiz

）
の
中
で
次

の
よ
う
に
要
約
し
た
と
い
う
。「
ロ
ー
マ
皇
帝
は
、
ス
イ
ス
を
﹇
皇
帝
自
ら
の
﹈
軛
の
下
に
置
き
得
る
ほ
ど
に
強
大
と
な
る
こ
と
は
、

決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
確
か
に
皇
帝
は
、
イ
タ
リ
ア
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
人
の
予
期
さ
れ
る
対
抗
措

置
を
理
由
と
し
て
、
そ
れ
を
行
い
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
者
の
何
れ
も
が
、
ス
イ
ス
が
何
れ
か
の
者
の
手
中
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
耐

忍
し
な
い
で
あ
ろ
う
（
81
）

。」
つ
ま
り
、
一
七
世
紀
中
葉
に
お
け
る
欧
州
国
際
関
係
の
中
で
の
ス
イ
ス
の
将
来
の
地
位
は
各
国
の
関
心
事

で
も
あ
っ
て
、
帝
国
と
ス
イ
ス
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
全
体
の
中
で
の
ス
イ
ス
の
地
位
と
い
う
観
点
か
ら
も

「
ス
イ
ス
条
項
」
を
考
察
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

＊
本
稿
に
お
け
る
引
用
文
の
綴
字
に
は
現
在
の
正
字
法
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用

文
中
の
邦
訳
は
、
訳
文
や
訳
語
の
出
典
に
つ
い
て
の
別
段
の
言
及
が
な
い
限
り
、
全
て
筆
者
（
明
石
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
神
話
」
の
内
容
、
そ
し
て
そ
の
形
成
過
程
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
際
法
学
説
に
お
け
る
『
ウ
ェ
ス
ト
フ

ァ
リ
ア
神
話
』
の
形
成
―
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
の
『
国
際
法
』
関
連
文
献
の
検
討
を
通
じ
て
―（（
一
）〜（
三
・
完
））」（
一
）

『
法
学
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
八
○
巻
（
二
○
○
七
年
）
第
六
号
一
―
三
二
頁
、（
二
）
同
第
七
号
五
九
―
九
八
頁
、（
三
・
完
）
同

第
八
号
一
―
二
八
頁
を
見
よ
。

（
２
）

一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
つ
い
て
は
、
一
○
月
二
四
日
に
署
名
さ
れ
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

女
王
を
主
た
る
当
事
者
と
す
る
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
講
和
条
約
と
同
皇
帝
と
フ
ラ
ン
ス
国
王
を
主
た
る
当
事
者
と
す
る
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
講

和
条
約
の
二
条
約
か
ら
成
る
と
す
る
見
解
と
I
P
O
及
び
I
P
M
に
加
え
て
同
年
一
月
三
○
日
の
西
蘭
間
条
約
（C

.
Parry

(ed.),
T

he
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C
onsolidated

T
reaty

Series,vol.I(D
obbs

Ferry,N
.Y

., 1969),pp. 1

―118.

（
以
下
註
に
お
い
て
、
こ
の
文
献
か
ら
の
引
用
・
参
照

箇
所
は
、
巻
、
頁
数
の
順
に
、C

T
S

,I, 1

―118

の
よ
う
に
表
示
す
る
。））
を
含
む
と
す
る
見
解
が
あ
る
。（
一
例
と
し
て
次
の
文
献
を
見

よ
。K

.R
epgen,“D

er
W

estfälische
Friede:E

reignis
und

E
rinnerung”, H

istorische
Zeitschrift,B

d. 267
( 1998),S. 615

―

618.
）
本
稿
で
は
西
蘭
条
約
は
考
察
の
対
象
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

本
稿
で
参
照
し
た
I
P
O
及
び
I
P
M
の
条
文
は
次
の
文
献
所
収
の
ラ
テ
ン
語
版
で
あ
り
、
条
及
び
項
の
区
分
も
同
版
に
従
っ
て
い
る
。

A
.O

schm
ann

(B
earb.), A

cta
Pacis

W
estphalicae,Serie

III,A
bteilung

B
(V

erhandlungsakten),B
and

i(U
rkunden)

(M
ünster,

1998).

ま
た
、
そ
の
対
照
用
と
し
て
次
の
文
献
に
収
め
ら
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
版
も
利
用
し
た
。K

.
Zeum

er,
Q

uellensam
m

ulung
zur

G
eschichte

der
deutchen

R
eichsverfassung

in
M

ittelalter
und

N
euzeit, 2

T
eile, 2.u.verm

ehrte
A

ufl.(T
übingen,

1913),T
eil 2,S. 395

―443.

さ
ら
に
、
条
文
の
邦
訳
に
際
し
て
は
、
次
の
文
献
に
収
め
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
語
版
を

参
照
し
た
。A

.B
uschm

ann
(H

rsg.), K
aiser

und
R

eich
(N

ördlingen, 1984),S. 285

―402.

（
３
）

“die
schw

eizerische
E

idgenossenschaft”

の
邦
訳
語
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
Ｕ
・
イ
ム
＝
ホ

ー
フ
（
森
田
安
一
（
監
訳
））『
ス
イ
ス
の
歴
史
』（
刀
水
書
房
、
一
九
九
七
年
）
で
は
「
ス
イ
ス
盟
約
者
団
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、

澤
に
よ
る
ス
イ
ス
を
巡
る
一
連
の
論
考
（
例
え
ば
、

澤
伸
一
「
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
」『
西
南
女

学
院
大
学
紀
要
』
第
一
○
号
（
二
○
○
六
年
）
三
一
―
三
九
頁
。）
で
は
「
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。（
京
大
西
洋
史
辞

典
編
纂
会
（
編
）『
新
編
西
洋
史
辞
典
（
改
訂
増
補
版
）』（
東
京
創
元
社
、
平
成
五
年
）
三
九
四
頁
で
も“E

idgenossenschaft”

は

「
誓
約
同
盟
」
と
さ
れ
て
い
る
。）「
ス
イ
ス
盟
約
者
団
」
と
い
う
訳
語
は
、（
本
論
で
も
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
）
共
同
体
的
結
合
（
そ
の
意

味
で
人
的
結
合
の
要
素
が
強
い
）
と
い
う
そ
の
起
源
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
適
訳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
ス
イ
ス

誓
約
同
盟
」
と
い
う
訳
語
は
、
少
な
く
と
も
本
稿
が
主
た
る
考
察
対
象
と
す
る
一
五
世
紀
末
葉
以
降
の
こ
の
団
体
の
実
態
（
政
治
体
間
の

同
盟
）
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
適
切
で
あ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
後
者
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
４
）

I
P
O
第
六
条
（
I
P
M
第
六
一
条
）
の
訳
文
及
び
そ
の
解
釈
、
特
に
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、
本
稿
（
第
三
章
第
二
節
）
で
論
じ
ら
れ
る
。

（
５
）
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
／
ス
イ
ス
（
人
）
戦
争
」（Schw

aben-/Schw
eizerkrieg

）
は
、
論
考
に
よ
り
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦
争
」

或
い
は
「
ス
イ
ス
（
人
）
戦
争
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ブ
レ
イ
デ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
四
九
九
年
の
戦
争
を
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
は
「
ス

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（一）
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イ
ス
（
人
）
戦
争
」
と
呼
び
、
ス
イ
ス
の
歴
史
家
は
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦
争
」
と
呼
ぶ
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。T

.A
.B

rady,Jr.,
T

urning
Sw

iss:C
ities

and
E

m
pire,1450

―1550
(C

am
bridge/London/N

ew
Y

ork,etc., 1985),p. 57,n. 65.

（
６
）

現
在
で
は
、
ス
イ
ス
の
構
成
「
州
」
を
表
す
言
葉
と
し
て
は
、「
カ
ン
ト
ン
」（C

anton

）
が
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、「
カ
ン
ト
ン
」
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
現
在
の
「
ス
イ
ス
連
邦
」
と
い
う
統
一
さ
れ
た
（
国
際
法
人
格
の
享
有
主

体
と
し
て
の
）
連
邦
国
家
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
構
成
「
州
」
で
あ
る
と
の
印
象
を
読
者
に
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
、
本
稿

で
は
「
邦
」
と
い
う
訳
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
７
）

斉
藤
泰
「
帝
国
国
制
に
お
け
る
原
ス
イ
ス
永
久
同
盟
」
森
田
安
一
（
編
）『
ス
イ
ス
の
歴
史
と
文
化
』（
刀
水
書
房
、
一
九
九
九
年
）

四
―
五
頁
。

（
８
）

G
.K

öbler, H
istorisches

Lexikon
der

deutschen
Länder, 7.A

ufl.(M
ünchen, 2007),S. 731

―732.

（
９
）

森
田
安
一
『
ス
イ
ス
　
歴
史
か
ら
現
代
へ
（
三
補
版
）』（
刀
水
書
房
、
一
九
九
四
年
）
八
一
頁
。

（
10
）
「
八
古
邦
」
の
各
々
に
よ
る
帝
国
か
ら
の
特
権
獲
得
、
誓
約
同
盟
締
結
等
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。W

.von
W

artburg,
G

eschichte
der

Schw
eiz

(M
ünchen,

1951),S. 42

―48:K
.M

om
m

sen, E
idgenossen,

K
aiser

und
R

eich
(B

asel/Stuttgart,
1958),S. 213

―241:H
.C

.Peyer, V
erfassungsgeschichte

der
alten

Schw
eiz

(Zürich, 1978),S. 26

―85.

（
11
）
「
属
邦
」
と
は
、
完
全
な
権
利
を
有
す
る
邦
の
集
団
と
一
種
の
条
約
に
よ
り
結
合
し
た
共
同
体
（G

em
einw

esen

）
の
こ
と
で
あ
り
、

通
常
こ
の
結
合
は
保
護
関
係
か
ら
発
生
す
る
属
邦
の
側
の
負
担
の
根
拠
と
な
っ
た
。
属
邦
は
誓
約
同
盟
の
共
同
支
配
に
全
く
参
与
す
る
こ

と
な
く
、
ま
た
、
同
盟
の
会
議
に
お
け
る
代
表
の
参
加
も
制
限
な
い
し
は
全
く
否
定
さ
れ
て
い
た
。U

.
Im

H
of/P.

D
ucrey/G

.
P.

M
archal/N

.M
orard, G

eschichte
der

Schw
eiz

―und
der

Schw
eizer,B

d.I(B
asel/Frankfurta.M

., 1982),S. 379.

（
12
）

イ
ム
＝
ホ
ー
フ
、
前
掲
書
（
前
註（
３
））、
七
○
頁：

Im
H

of/D
ucrey/M

archal/M
orard

(A
nm

. 11),B
d.I,S. 376.

（
13
）

H
.Legras, G

rundriss
der

schw
eizerischen

R
echtsgeschichte

(Zürich, 1935),S. 57

―58.

ま
た
、
ス
イ
ス
諸
都
市
は
上
級
領

主
の
権
利
を
頻
繁
に
買
い
取
る
な
ど
、
自
立
の
程
度
が
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
レ
ク
ラ
ス
は
ま
た
「﹇
ス
イ
ス
の
﹈
諸
都
市
に
対
す
る

領
主
の
支
配
権
（H

errschaft

）
は
保
護
権
（Protektorat

）
で
し
か
な
く
、
そ
れ
が
﹇
都
市
に
と
っ
て
﹈
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
限

り
に
お
い
て
耐
忍
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。E

bd.,S. 58.

（
14
）

K
öbler

(A
nm

. 8),S. 653:von
W

artburg
(A

nm
. 10),S. 35.

尚
、
原
ス
イ
ス
永
久
同
盟
の
設
立
文
書
は
、
渓
谷
共
同
体
間
の
相
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互
援
助
に
つ
い
て
の
誓
約
を
中
心
と
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
、
前
掲
論
文
（
前
註（
７
））、
一
九
―
二
五
頁
を
見
よ
。

（
15
）

森
田
安
一
『
物
語
　
ス
イ
ス
の
歴
史
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
○
○
○
年
）
五
六
頁
。
ま
た
、
森
田
は
別
の
著
作
に
お
い
て
、
次
の

よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
『
永
久
同
盟
』
に
よ
っ
て
一
般
に
『
ス
イ
ス
の
独
立
』
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
が
、
実
態
は
独
立
か

ら
は
は
る
か
に
遠
い
も
の
で
あ
る
。」
森
田
、
前
掲
書
（
前
註（
９
））、
八
三
頁
。

（
16
）

イ
ム
＝
ホ
ー
フ
、
前
掲
書
（
前
註（
３
））、
三
○
―
三
一
頁
。

（
17
）

K
öbler

(A
nm

. 8),
S. 653.

ま
た
、
こ
の
拡
大
過
程
に
お
い
て
は
、
誓
約
同
盟
諸
邦
と
低
地
（
北
部
）
同
盟
（N

iedere
V

ereinigung
）（
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
（Straßburg

）・
シ
ュ
レ
ッ
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
（Schlettstadt

）・
バ
ー
ゼ
ル
・
コ
ル
マ
ル

（K
olm

ar

））
と
の
間
で
相
互
武
力
援
助
同
盟
も
結
ば
れ
て
い
る
。(Im

H
of/D

ucrey/M
archal/M

orard
(A

nm
. 11),S. 303.)

（
18
）

特
に
、
一
四
九
三
年
に
対
ト
ル
コ
戦
費
捻
出
の
た
め
に
帝
国
全
域
に
課
さ
れ
た
ゲ
マ
イ
ナ
ー
＝
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
（G

em
einer

Pfennig)

に
対
す
る
拒
絶
反
応
は
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
ゲ
マ
イ
ナ
ー
＝
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
見
よ
。P.M

oraw
,

“D
er

<G
em

eine
Pfennig>:

N
eue

Steuern
und

die
E

inheit
des

R
eiches

im
15.

und
16.

Jahrhundert”,
U

.
Schultz

(H
rsg.), M

itdem
Zehnten

fing
es

an:E
ine

K
ulturgeschichte

der
Steuer

(M
ünchen, 1986),S. 130

―142.

）
こ
の
問
題
に
際
し

て
、
ス
イ
ス
側
は
フ
ラ
ン
ス
（
シ
ャ
ル
ル
八
世
）
と
の
条
約
を
一
四
九
五
年
一
一
月
一
日
に
締
結
し
、
帝
国
を
牽
制
し
た
と
い
う
。（J.

M
.Luck, A

H
istory

ofSw
itzerland

(Palo
A

lto,C
alifornia, 1985),pp. 108

―109.

）
こ
の
こ
と
に
も
、
当
時
の
ス
イ
ス
が
自
主
的

に
「
外
交
」
を
展
開
し
、「
条
約
締
結
権
」
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
が
表
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
19
）

ミ
ッ
タ
イ
ス
は
、
一
四
九
五
年
以
降
帝
国
最
高
法
院
の
命
令
が
ス
イ
ス
に
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、（
バ

ー
ゼ
ル
を
除
く
）
ス
イ
ス
に
お
い
て
所
謂
ロ
ー
マ
法
の
継
受
が
弱
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。H

.
M

itteis,
D

eutsche
R

echtsgeschichte,neubearbeitetvon
H

.Lieberich, 18.,erw
.u.erg.A

ufl.(M
ünchen, 1988),S. 323.

（
20
）

Luck
(note

18),pp. 108

―109.

（
21
）

以
上
の
経
緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
も
見
よ
。J.

K
.

B
luntschli,

G
eschichte

des
schw

eizerischen
B

undesrechts
von

den
ersten

ew
igen

B
ünden

bis
aufdie

G
egenw

art,B
d. 1

(Zürich, 1849),S. 7
ff:W

.O
echsli, H

istory
ofSw

itzerland
1499

―1914
(T

ranslation
from

the
G

erm
any

by
E

.
Paul

and
C

.
Paul)

(C
am

bridge,
1922),

pp. 1

―207:
L.

C
arlen,

R
echtsgeschichte

der
Schw

eiz, 2.A
ufl.(B

ern, 1978),S. 26

―27.
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（
22
）

P.H
.W

ilson, T
he

H
oly

R
om

an
E

m
pire

1495

―1806
(London/N

ew
Y

ork, 1999),p. 15.

（
尚
、
こ
の
引
用
箇
所
の
訳
は
、

P
・
H
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
山
本
文
彦
（
訳
））『
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国1495

―1806

』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
二
五
頁
に
従
っ
た
。）

（
23
）

イ
ム
＝
ホ
ー
フ
、
前
掲
書
（
前
註（
３
））、
一
一
二
―
一
一
三
頁
。

（
24
）

R
.G

.D
.Laffan,“T

he
E

m
pire

under
M

axim
ilian

I”,G
.R

.Potter
(ed.), T

he
N

ew
C

am
bridge

M
odern

H
istory,vol.I

(T
he

R
enaissance

1493

―1520)
(C

am
bridge, 1957),p. 206.

（
尚
、
引
用
訳
文
中
の
﹇

﹈
内
は
明
石
に
よ
る
。
以
下
同
様
。）

（
25
）

E
.

A
.

B
eller,

“T
he

T
hirty

Y
ears

W
ar”,

J.
P.

C
ooper

(ed.),
T

he
N

ew
C

am
bridge

M
odern

H
istory,

vol.
IV

(T
he

D
ecline

ofSpain
and

the
T

hirty
Y

ears
W

ar
1609

―48/ 59)
(C

am
bridge, 1970),p. 358.

（
26
）

京
大
西
洋
史
辞
典
編
纂
会
（
編
）、
前
掲
書
（
前
註（
３
））、
三
九
四
頁
。
更
に
、『
ド
イ
ツ
領
邦
歴
史
辞
典
』
に
お
い
て
も
、「
一
六

四
八
年
に
一
三
邦
及
び
一
○
属
邦
か
ら
な
る
誓
約
同
盟
は
帝
国
か
ら
離
脱
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。K

öbler
(A

nm
. 8),S. 653.

（
27
）

例
え
ば
、
ブ
ラ
イ
ス
（J.

B
ryce

）
は
彼
の
著
書
『
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
』
に
お
い
て
、「﹇
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
﹈
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
は
、

一
五
○
○
年
に
条
約
に
よ
っ
て
エ
ン
ガ
デ
ィ
ー
ヌ
﹇
ス
イ
ス
東
部
イ
ン
（Inn

）
川
上
流
の
渓
谷
﹈
の
農
民
（the

peasants
of

the
E

ngadine

）
が
事
実
上
独
立
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
」
も
の
の
「
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
ま
で
は
ス
イ
ス
同
盟
は

公
法
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
主
権
国
家
で
は
な
か
っ
た
」（J.B

ryce, T
he

H
oly

R
om

an
E

m
pire,new

ed.(London, 1925),pp. 353

―

354.

但
し
、
ブ
ラ
イ
ス
は
こ
こ
で
重
要
な
指
摘
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
。
即
ち
、「
そ
の
﹇
一
六
四
八
年
と
い
う
﹈
日
付
以
降
で
あ
っ
て

も
若
干
の
都
市
は
帝
国
の
双
頭
の
鷲
を
そ
れ
ら
の
都
市
の
硬
貨
に
刻
印
し
続
け
た
」
の
で
あ
る
。）
と
し
、
さ
ら
に
、
別
の
箇
所
で
も

「
オ
ラ
ン
ダ
諸
州
連
合
（the

U
nited

Provinces
ofH

olland

）
及
び
ス
イ
ス
同
盟
（the

Sw
iss

C
onfederation

）
は
一
六
四
八
年
に

独
立
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
さ
れ
た
」（Ibid.,p. 389.
）
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

（
28
）

P
.

Stadler,
“D

ie
Sch

w
eiz

und
das

R
eich

in
der

F
rüh

en
N

euzeit”,
V

.
P

ress
(H

rsg.),
A

lternativen
zur

R
eichsverfassung

in
der

Frühen
N

euzeit?
(M

ünchen, 1995),S. 138.

（
29
）

伊
藤
宏
二
『
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国：

ド
イ
ツ
帝
国
諸
侯
と
し
て
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
』（
九
州
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
五
年
）、
九
九
頁
。

（
30
）

H
.Sigrist,“R

eichsreform
und

Schw
abenkrieg:E

in
B

eitrag
zur

G
eschichte

der
E

ntw
icklung

des
G

egensatzes
zw

ischen
der

E
idgenossenschaftund

dem
R

eich”, Schw
eizerische

B
eiträge

zur
allgem

einen
G

eschichte,B
d. 5

( 1947),
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S. 114.

澤
も
、
こ
の
「
通
説
」
が
エ
ク
ス
リ
の
一
八
九
○
年
の
論
文
（W

.
Ö

chsli,
“D

ie
B

eziehungen
der

schw
eizerischen

E
idgenossenschaft

zum
R

eich
bis

zum
Schw

abenkrieg”,
( H

iltys)
P

olitisches
Jahrbuch

der
schw

eizerischen
E

idgenossenschaft,B
d. 5

( 1890),S. 302

―616.

）
に
よ
り
確
立
さ
れ
、
現
在
で
も
ス
イ
ス
及
び
ド
イ
ツ
、
さ
ら
に
は
日
本
の
学
界
に
お

い
て
も
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

澤
、
前
掲
論
文
（
前
註（
３
））、
三
一
頁
。
ま
た
、

澤
自
身
は
別
の
論
考
で
歴
史
学
に
お

け
る
「
通
説
」
を
次
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。
即
ち
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
は
「
一
四
九
九
年
の
バ
ー
ゼ
ル
の
和
約
で
事
実
上
独
立
し
て
い

た
が
、
こ
の
和
約
後
に
加
盟
し
、
帝
室
裁
判
所
﹇
帝
国
最
高
法
院
﹈
へ
召
喚
さ
れ
つ
づ
け
た
新
邦
も
含
め
て
全
邦
が
、
帝
国
か
ら
の
独
立

を
こ
の
﹇
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
﹈
条
約
で
承
認
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。」（
も
っ
と
も
、

澤
自
身
は
「
通
説
」
に
対
し
て
疑
問

を
提
示
し
て
い
る
。）

澤
伸
一
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
ス
イ
ス
条
項
」『
西
南
女
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
八
号
（
二

○
○
一
年
）
一
頁
。

但
し
、
エ
ク
ス
リ
の
一
八
九
○
年
論
文
に
関
し
て
は
、
若
干
説
明
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
同
論
文
は
、
専
ら
バ
ー
ゼ
ル

講
和
ま
で
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
最
終
頁
に
お
い
て
「
バ
ー
ゼ
ル
講
和
は
、
ド
イ
ツ
の
側
か
ら
の
ス
イ
ス
の
独
立
（U

nabhängigkeit

）

の
承
認
に
劣
る
な
に
も
の
を
も
意
味
し
な
か
っ
た
」（S. 616.

）
と
述
べ
た
上
で
、「
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
は
ス
イ
ス

の
帝
国
か
ら
の
完
全
な
独
立
を
述
べ
な
が
ら
、
何
ら
の
新
た
な
権
利
も
創
出
し
な
か
っ
た
」
云
々
と
簡
単
に
触
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

エ
ク
ス
リ
が
「
通
説
」
を
完
全
な
形
で
提
示
し
て
い
る
の
は
、
一
九
二
二
年
の
英
訳
版
（O

echsli
(note

21)

）
に
結
実
す
る
彼
の
ス
イ

ス
史
概
説
書
で
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。（
こ
の
英
訳
版
の
編
集
者
（G

.
W

.
Prothero

）
に
よ
る
同
書
の
「
序
文
」
に
よ
れ
ば
、
エ

ク
ス
リ
自
身
の
手
に
よ
る
独
語
版
の
出
版
は
戦
争
や
そ
の
他
の
理
由
か
ら
延
期
さ
れ
て
お
り
、
英
訳
版
の
底
本
は
（
少
な
く
と
も
英
訳
版

公
刊
時
に
は
）
未
公
刊
で
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。）
こ
の
英
訳
版
に
お
い
て
エ
ク
ス
リ
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦
争
以
前
に
誓
約
同
盟
が

帝
国
へ
の
軍
役
提
供
や
納
税
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
帝
国
議
会
の
決
定
や
帝
国
最
高
法
院
の
判
決
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
等
を
挙
げ

て
、「﹇
こ
の
よ
う
な
実
行
に
つ
い
て
の
言
及
を
﹈
正
式
な
文
言
は
回
避
し
た
も
の
の
、
バ
ー
ゼ
ル
講
和
は
ス
イ
ス
の
帝
国
か
ら
の
事
実
上

の
分
離
（the

practicalseparation

）
を
確
定
し
た
」（p. 14.

）
と
述
べ
る
と
同
時
に
、「﹇
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
っ
て
﹈
欧
州

の
独
立
国
家
（an

independentE
uropean

state

）
と
し
て
遂
に
承
認
さ
れ
た
」（p. 197.

）
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
31
）

A
.N

ussbaum
, A

C
oncise

H
istory

ofthe
Law

ofN
ations,revised

ed.(N
ew

Y
ork, 1958),pp. 61

―62.

（
32
）

K
.-H

.Ziegler, V
ölkerrechtsgeschichte,2.A

ufl .(M
ünchen, 2007),S. 122.
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（
33
）

A
.T

ruyoly
Serra, H

istoire
du

droitinternationalpublic
(Paris, 1995),p. 66.

（
34
）

W
.G

.G
rew

e, E
pochen

der
V

ölkerrechtsgeschichte
(B

aden-B
aden, 1984)

S. 217.

尚
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
仲
裁
条
項
を
含

む
文
書
の
例
と
し
て
一
二
九
一
年
の
ス
イ
ス
諸
邦
の
設
立
条
約
（G

ründungsurvertrag

）
を
挙
げ
て
い
る
。E

bd.,S. 129.
（
35
）

C
.G

.R
oelofsen,“D

e
Periode

1450

―1713”,A
.C

.G
.M

.E
yffinger

(red.)
C

om
pendium

V
olkenrechtsgeschiedenis, 2

e

druk,(D
eventer, 1991),p. 79.

（
36
）

D
.G

aurier, H
istoire

du
droitinternational(R

ennes, 2005),p. 386.

（
37
）

H
.Legohérel, H

istoire
du

droitinternationalpublic
(Q

ue
sais-je?)

(Paris, 1996),p. 6.

（
38
）

E
.de

V
attel, Le

droitdes
gens

ou
principes

de
la

loinaturelle
appliqués

à
la

conduite
etaux

affaires
des

nations
et

des
souverains( 1758)

(T
he

C
lassics

ofInternationalLaw
(W

ashington,D
.C

., 1916)),Livre
I,C

hapitre
xviii,§ 202.

（
以

下
、
註
に
お
け
る
こ
の
著
作
か
ら
の
引
用
・
参
照
箇
所
は
、
篇
（Livre

）・
章
（C

hapitre

）・
節
（§

）
を
、
例
え
ば
、“I,

xviii,
202”

の
よ
う
に
表
示
す
る
。）

（
39
）

Ibid.,IV
,vi, 79.

（
40
）

ま
た
、
例
え
ば
、
保
護
国
に
関
す
る
議
論
の
中
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
の
ル
ツ
ェ
ル
ン
に
対
す
る
保
護
権
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（Ibid.,I,xvi,
196.

）
こ
と
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
帝
国
が
関
連
す
る
事
例
の
引
用
は
ス
イ
ス
（C

orps
H

elvétique

）
と

の
関
係
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
関
心
が
ス
イ
ス
や
、
さ
ら
に
は
彼
の
出
身
地
で
あ
る
ヌ
ー
シ
ャ
テ
ル

（N
euchâtel

）
を
巡
る
事
例
に
傾
い
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。（
ス
イ
ス
（
或
い
は
諸
邦
）
が
関
連
す
る
事
例
に
つ
い
て
は
次
の
箇
所

を
見
よ
。Ibid.,e.g.,I,i, 10;II,xvi, 244;III,xiii, 203.

ま
た
、
ヌ
ー
シ
ャ
テ
ル
の
事
例
に
つ
い
て
は
次
の
箇
所
を
見
よ
。Ibid.,e.g.,

I,v, 66;II,vii, 85;II,viii, 111;III,iv, 98;V
I,v, 60.

）

（
41
）

H
.

W
heaton,

H
istory

of
the

Law
of

N
ations

in
E

urope
and

A
m

erica;
from

the
E

arliest
T

im
es

to
the

T
reaty

of
W

ashington,
1842

(N
ew

Y
ork, 1845),p. 70.

因
み
に
、
こ
の
英
語
版
は
、
仏
語
で
一
八
四
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
欧
州
国
際
法
史
』

（H
istoire

des
progrès

du
droitdes

gens
en

E
urope

(Leipzig, 1841)
）
に
大
幅
な
改
訂
及
び
増
補
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
42
）

本
稿
執
筆
に
際
し
て
参
照
し
た
「
バ
ー
ゼ
ル
講
和
」
の
条
文
は
、
次
の
文
献
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。A

.Ph.Segesser
(B

earbeitet), D
ie

E
idgenössischen

A
bschiede,B

and
3,A

bteilung
1

(aus
dem

Zeitraum
e

von
1478

bis
1499)

(Zürich,
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1858),S. 758- 764.

尚
、
そ
の
原
本
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
州
公
文
書
館
（Staatsarchiv

Zürich

）
所
蔵
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）

Im
H

of/D
ucrey/M

archal/M
orard

(A
nm

. 11),S. 320.
（
44
）

F.G
allati,“D

ie
form

elle
E

xem
tion

der
Schw

eiz
vom

D
eutschen

R
eich

im
W

estfälischen
Frieden”, Zeitschriftfür

schw
eizerische

G
eschichte,

B
d. 28

( 1948),
S. 455.

ガ
ラ
テ
ィ
は
、（
本
稿
前
註（
27
）で
挙
げ
た
ブ
ラ
イ
ス
の
著
書
で
も
触
れ
ら
れ
て

い
る
事
柄
に
も
関
連
す
る
が
）
一
六
世
紀
に
お
い
て
誓
約
同
盟
内
の
諸
都
市
で
硬
貨
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
紋
章
で
あ
る
双
頭
の
鷲
を
刻

印
し
た
こ
と
に
つ
い
て
す
ら
も
「
過
去
へ
の
追
憶
で
し
か
な
い
」
と
す
る
。（E

bd.

）
ガ
ラ
テ
ィ
は
同
時
に
、「﹇
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
一

三
邦
の
中
で
﹈
そ
れ
ら
の
完
全
な
主
権
に
つ
い
て
の
皇
帝
及
び
帝
国
か
ら
の
正
式
な
承
認
を
か
つ
て
要
求
し
た
も
の
は
一
つ
と
し
て
な
か

っ
た
」
し
、
完
全
な
主
権
を
そ
れ
ら
が
保
持
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
誓
約
同
盟
全
体
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
」

と
し
、「
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
全
て
﹇
の
邦
﹈
は
、
自
己
の
自
立
（Selbständigkeit

）
と
自
由
を
部
分
的
に
は
正
統
に
、
部
分
的
に
は
武

力
を
も
っ
て
獲
得
さ
れ
た
か
、
誓
約
同
盟
へ
の
結
合
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
財
産
（G

ut

）
―
そ
の
不
可
侵
性
は
そ
れ
ら
﹇
諸
邦
﹈
に
と
っ

て
も
は
や
疑
念
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
―
と
し
て
見
な
し
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。（E

bd.,S. 453.

）

（
45
）

E
bd.S. 454.

（
46
）

E
.B

onjour/H
.S.O

ffler/G
.R

.Potter, A
ShortH

istory
ofSw

itzerland
(O

xford, 1952),p. 139.

（
47
）

C
.Sieber-Lehm

ann,“D
ie

E
idgenossenschaftund

das
R

eich
( 14.

―16.Jahrhundert)”,M
.Jorio

(H
rsg.), 1648:D

ie
Schw

eiz
und

E
uropa:A

ussenpolitik
zur

Zeitdes
W

estfälischen
Friedens(Zürich, 1999),S. 27

―28.

（
48
）

Sigrist(A
nm

. 30),S. 114

―141.

（
引
用
部
分
は
139
頁
。）

（
49
）

J.
D

u
M

ont
(éd.),

C
orps

universel
diplom

atique
du

droit
des

gens,
T

om
e

I,
P

artie
i

-
T

om
e

V
III,

P
artie

ii
(A

m
sterdam

/La
H

aye, 1726

―1731),T
om

e
IV

,Partie
i,pp. 248

―251.

（
以
下
、
註
に
お
い
て
、
こ
の
文
献
か
ら
の
引
用
・
参
照

箇
所
は
、
巻
（T

om
e

）、
部
（Partie

）、
頁
の
順
にD

u
M

ont,IV
,i, 248

―251.

の
よ
う
に
表
示
す
る
。）

（
50
）

ま
た
、
一
五
二
一
年
に
は
「
永
久
同
盟
」（l’alliance

perpétuelle
）
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
仏
国
王
か
ら
の
諸
邦

へ
の
金
銭
的
援
助
に
対
し
て
、
ス
イ
ス
側
か
ら
は
兵
力
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
一
五
八
一
年
ま
で
は
充

分
に
機
能
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。M

.H
.K

örner, Solidarités
financières

suisses
au

seizièm
e

siècle
(Lausanne, 1980),pp. 409

―410.
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（
51
）

D
u

M
ont,V

,i, 429

―431.

（
52
）

D
u

M
ont,V

,ii,
18

―21.

こ
の
条
約
の
名
称
で
は
「
更
新
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
文
中
で
、
シ
ャ
ル
ル
七
世
（
在
位
一
四
二

二
年
―
一
四
六
一
年
）
以
来
の
フ
ラ
ン
ス
の
歴
代
国
王
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
ス
イ
ス
諸
邦
と
の
同
盟
関
係
を
「
更
新
」
す
る
と
い

う
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
同
様
の
「
同
盟
更
新
条
約
」
は
、
一
五
六
四
年
一
二
月
七
日
付
で
シ
ャ
ル
ル
九
世
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟

間
と
で
締
結
さ
れ
て
い
る
。D

u
M

ont,V
,i,129

―131 .

（
53
）

尚
、
一
六
一
三
年
一
月
二
○
日
付
で
チ
ュ
ー
リ
ヒ
が
一
六
○
二
年
の
仏
国
王
・
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
間
の
同
盟
に
加
わ
る
旨
の
文
書
が

あ
る
。D

u
M

ont,V
,ii, 234

―235.

（
54
）

D
u

M
ont,V

,i, 347

―349.

（
55
）

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
地
位
を
巡
る
紛
争
で
は
、
同
じ
く
一
五
七
九
年
五
月
八
日
付
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
保
護
の
た
め
の
条
約
が
仏
国
王
と
ベ
ル

ン
・
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
間
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。（D
u

M
ont

( Supplem
ent),II,i,

180

―185.

）
チ
ュ
ー
リ
ヒ
は
一
六
○
五
年
八
月
二
八

日
付
で
こ
の
同
盟
条
約
に
加
盟
す
る
旨
の
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。（D

u
M

ont,
V

,
ii,

55.

）
ま
た
、
一
五
七
九
年
の
条
約
に
つ
い
て
は
、

川
合
が
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
宗
教
改
革
後
、
新
教
の
ロ
ー
マ
と
な
っ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
サ
ヴ
ォ
ワ
に
よ
る

併
合
の
脅
威
に
絶
え
ず
脅
か
さ
れ
続
け
た
が
、
巧
み
な
外
交
と
同
盟
関
係
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
独
立
を
維
持
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
一

五
七
九
年
、
ア
ン
リ
三
世
の
時
代
に
、
ベ
ル
ン
と
と
も
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
保
護
す
る
『
ソ
ル
ー
ル
協
約
』
に
参
加
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
参

加
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
が
フ
ラ
ン
ス
の
進
め
る
ス
イ
ス
政
策
の
門
口
に
位
置
す
る
と
い
う
地
政
学
的
事
情
と
、
ス
イ
ス
に
食
指
を
伸
ば
す
サ

ヴ
ォ
ワ
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
結
果
で
あ
っ
た
。
一
五
八
四
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
ベ
ル
ン
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
二
都
市
の
相
互
防

衛
同
盟
に
新
た
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
が
加
わ
り
、
三
都
市
同
盟
に
発
展
し
た
。」
川
合
清
隆
『
ル
ソ
ー
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
共
和
国
』（
名
古
屋
大
学

出
版
会
、
二
○
○
七
年
）
一
三
四
―
一
三
五
頁
。
尚
、『
ソ
ル
ー
ル
協
約
』
は
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
の
仏
名
（Soleure

）
に
由
来
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

（
56
）

D
u

M
ont,V

,i, 477

―479.

（
57
）

D
u

M
ont,V

,i, 459

―462.

尚
、
参
加
諸
邦
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ル
ツ
ェ
ル
ン
・
ウ
ー
リ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
・
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル

デ
ン
・
ツ
ー
ク
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
。（
本
文
（
及
び
次
註
）
に
挙
げ
た
一
六
○
四
年
四
月
の
同
盟
更
新
条
約
の
前
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
同

盟
に
は
一
五
九
七
年
に
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
が
加
盟
し
て
い
る
。）
本
文
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
奉
ず
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る
邦
で
あ
る
。

（
58
）

D
u

M
ont,V

,ii,
38

―39.

一
五
八
七
年
の
同
盟
条
約
第
一
四
条
に
お
い
て
同
条
約
の
有
効
期
限
が
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
死
去
ま
で
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
フ
ェ
リ
ペ
三
世
に
よ
り
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
59
）

D
u

M
ont,V

I,i, 62

―68.

（
60
）

D
u

M
ont,V

,i, 517

―518.

（
61
）

D
u

M
ont,V

,i, 13

―14.

参
加
諸
邦
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ル
ツ
ェ
ル
ン
・
ウ
ー
リ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
・
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
・

上
及
び
下
ケ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
（O

b-und
N

id
dem

K
ernw

ald

）・
ツ
ー
ク
。
ま
た
、
こ
れ
ら
諸
邦
に
帰
属
す
る
諸
都
市
・
地
域
（
属
邦
）

も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
62
）

D
u

M
ont,V

,ii, 26
―30.

サ
ヴ
ォ
ワ
公
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
侵
入
に
失
敗
し
、
同
市
に
対
す
る
権
利
主
張
を
放
棄
し
た
条
約
。
こ
れ
に
よ

り
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
は
一
七
九
二
年
ま
で
約
二
○
○
年
に
わ
た
る
平
和
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
。Luck

(note
18),p. 186.

（
63
）

例
え
ば
、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
、
ヴ
ィ
ト
リ
ア
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
「
国
家
」
に
関
す
る
理
論

を
紹
介
し
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。「
そ
れ
ら
初
期
の
学
者
た
ち
は
時
折
﹇
国
家
﹈
承
認
に
関
す
る
諸
問
題
を
取
り
扱
っ
た

が
、
一
八
世
紀
中
葉
以
前
の
国
際
法
（the

law
of

nations

）
の
中
で
、
承
認
﹇
理
論
﹈
は
独
立
し
た
場
所
を
有
し
な
か
っ
た
。」
ま
た
、

国
際
法
に
お
い
て
国
家
の
存
在
が
問
題
と
な
る
の
は
「
一
九
世
紀
の
学
者
に
よ
る
徹
底
的
な
実
証
主
義
の
国
家
性
の
観
念
と
承
認
理
論
へ

の
適
用
」
が
行
わ
れ
た
と
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。J.

C
raw

ford,
T

he
C

reation
of

States
in

International
Law

(O
xford,

1979),pp. 5

―10.

（
64
）

H
.R

.G
uggisberg,“T

he
Problem

of
‘Failure’in

the
Sw

iss
R

eform
ation:Som

e
Prelim

inary
R

eflections”,E
.I.

K
ouri/T

.
Scott

(eds.),
Politics

and
Society

in
R

eform
ation

E
urope

(E
ssays

for
Sir

G
eoffrey

E
lton

on
H

is
Sixty-fifth

B
irthday)

(London, 1987),pp. 190

―191.

（
65
）

Ibid.,pp. 191

―192.

（
66
）

Ibid.,pp. 190
et 205.

（
67
）

Luck
(note

18),pp. 191

―199.

（
68
）

P.
Stadler,

“D
er

W
estfälische

Friede
und

die
E

idgenossenschaft”,
H

.
D

uchhardt
(H

rsg.),
D

er
W

estfälische

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（一）
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Friede

―D
iplom

atie,
politische

Zäsur,
kulturelles

U
m

feld,
R

ezeptionsgeschichte
(M

ünchen, 1998),S. 373.

一
六
四
七
年

の
防
衛
軍
事
協
定
（W

iler
D

efensionale

）
で
は
、
三
六
○
○
○
名
で
構
成
さ
れ
る
兵
制
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。R

.
A

begg,
D

ie
alte

E
idgenossenschaft:E

ine
V

ersuch
über

die
G

enossenschaft(dissert.,B
asel, 1964),S. 76

―77.

但
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
派

諸
邦
は
一
六
七
○
年
代
に
は
防
衛
軍
事
協
定
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
う
。Im
H

of/D
ucrey/M

archal/M
orard

(A
nm

. 11),S. 302.

（
尚
、

“D
efensionale”

の
「
防
衛
軍
事
協
定
」
と
い
う
訳
語
は
、
イ
ム
＝
ホ
ー
フ
、
前
掲
書
（
前
註（
３
））、
一
一
二
―
一
一
五
頁
に
従
っ
た
。）

（
69
）

Stadler
(A

nm
. 28),S. 136.

（
70
）

三
十
年
戦
争
中
に
ス
イ
ス
が
自
己
の
中
立
的
立
場
を
独
自
に
維
持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
も
、
帝
国
か
ら
の
（
少
な
く
と
も
、
政
治

的
な
）
独
立
性
の
高
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
71
）

シ
ュ
タ
ト
ラ
ー
は
、A

cta
Pacis

W
estphalicae

に
見
ら
れ
る
主
要
三
当
事
者
の
訓
令
の
中
で
の
ス
イ
ス
諸
邦
へ
の
言
及
は
せ
い
ぜ

い
付
随
的
で
し
か
な
い
、
と
し
て
い
る
。Stadler
(A

nm
. 68),S. 373.

（
72
）

Luck
(note

18),p. 199:F.D
ickm

ann, D
er

W
estfälische

Frieden, 7.A
ufl.,(M

ünster, 1998),S. 199.

但
し
、
ヴ
ェ
ッ
ト
シ

ュ
タ
イ
ン
が
、
正
式
な
資
格
が
限
定
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
ス
イ
ス
全
体
の
た
め
に
交
渉
に
当
た
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。（Luck

(note
18),p. 199.

）
ま
た
、
ア
ベ
ッ
ク
は
、「
旧
教
派
諸
邦
は
協
働
を
拒
否
し
た
」
も
の
の
、
ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
は
誓
約
同
盟
全
体

の
た
め
に
交
渉
し
た
と
す
る
。（A
begg

(A
nm

. 68),S. 77.

）

（
73
）

ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
の
任
務
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
見
よ
。J.

G
auss,

“D
ie

w
estfälische

M
ission

W
ettsteins

im
W

iderstreit
zw

ischen
R

eichstradition
und

Souveränitätsidee”,
Zeitschrift

für
schw

eizerische
G

eschichte,
B

d. 28
( 1948),S. 179

―182.

（
74
）

Stiftung
H

istorisches
Lexikon

der
Schw

eiz
(H

rsg.), H
istorisches

Lexikon
der

Schw
eiz,B

d. 1
(B

asel, 2002),S. 746.

本
稿
で
以
下
に
述
べ
ら
れ
る
バ
ー
ゼ
ル
の
加
盟
を
含
む
一
五
・
一
六
世
紀
中
の
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
拡
大
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献

を
見
よ
。G

.
V

ogler,
E

uropas
A

ufbruch
in

die
N

euzeit
1500

―1650
(H

andbuch
der

G
eschichte

E
uropas,

B
d.

5)
(Stuttgart, 2003),S. 102

―106.

（
75
）
「
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
」
と
は
、
帝
国
を
複
数
の
地
域
（
ク
ラ
イ
ス
（K

reis

））
に
分
割
し
、
当
該
区
域
の
帝
国
等
族
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
協
同
組
織
に
一
定
の
帝
国
事
務
執
行
の
権
能
を
委
ね
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
次
の
文
献
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を
見
よ
。J.

M
üller,

“D
ie

E
ntsteh

ung
der

K
reisverfassung

D
eutsch

lands
von

1383
bis

1512”,
D

eu
tsche

G
eschichtsblätter,B

d. 15
( 1914)

( 6./ 7.H
eft),S. 139

―169:W
.D

otzauer, D
ie

deutschen
R

eichskreise
in

der
V

erfassung
des

alten
R

eiches
und

ihr
E

igenleben
(1500

―1806)
(D

arm
stadt, 1989)：

山
本
文
彦
『
近
世
ド
イ
ツ
国
制
史
研
究
―
皇
帝
・
帝
国
ク

ラ
イ
ス
・
諸
侯
―
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
）
四
七
―
七
二
頁
。
ま
た
、
一
五
九
三
年
か
ら
一
六
○
七
年
の
対
ト
ル

コ
戦
争
の
遂
行
過
程
に
お
い
て
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
が
帝
国
軍
動
員
の
基
本
単
位
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
帝

国
ク
ラ
イ
ス
は
外
部
勢
力
か
ら
の
帝
国
防
衛
の
役
割
も
果
た
し
た
。
渋
谷
聡
『
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
国
制
史
研
究
―
等
族
制
集
会
と
帝
国
ク

ラ
イ
ス
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
○
○
○
年
）
一
○
九
―
一
二
五
頁
。

（
76
）

G
allati(A

nm
. 44),S. 456.

（
77
）

Stadler
(A

nm
. 28),

S. 137.

尚
、
次
の
論
考
で
は
バ
ー
ゼ
ル
と
並
ん
で
シ
ャ
フ
ハ
オ
ゼ
ン
の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。G

allati
(A

nm
. 44),S. 456.

（
78
）

B
.B

raun, D
ie

E
idgenossen,das

R
eich

und
das

politische
System

K
arls

V.(B
erlin, 1997),S. 202.

バ
ー
ゼ
ル
は
、
帝
国

最
高
法
院
の
管
轄
権
か
ら
の
免
除
等
に
つ
い
て
、
誓
約
同
盟
へ
の
帰
属
を
論
拠
と
し
て
援
用
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
他
の
諸
邦
と
は
異

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
79
）

G
allati(A

nm
. 44),S. 457

―458.

尚
、
エ
ッ
ガ
ー
は
、
バ
ー
ゼ
ル
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
参
加
の
契
機
と
し
て
、
同
市
を

巡
る
二
件
の
法
律
問
題
が
帝
国
の
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
挙
げ
て
い
る
。F.

E
gger,

“Johann
R

udolf
W

ettstein,
envoyé

par
la

C
onfédération

helvétique
au

congrès
de

paix
de

W
estphalie”,J.-P.K

intz/G
.Livet(éd.), 350

eanniver-
saire

des
T

raités
de

W
estphalie

1648

―1998:
U

ne
genèse

de
l’E

urope,
une

société
à

reconstruire
(Strasbourg,

1999),
p. 191.

（
80
）

A
.

O
siander,

“Sovereignty,
International

R
elations,

and
the

W
estphalian

M
yth”,

International
O

rganization,
vol. 55

( 2001),p. 267.

尚
、
バ
ー
ゼ
ル
が
発
し
た
ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
に
対
す
る
訓
令
で
は
、
帝
国
の
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
事
件
の

バ
ー
ゼ
ル
へ
の
移
送
と
ス
イ
ス
の
自
由
及
び
講
和
へ
の
参
加
の
保
証
等
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
帝
国
か
ら
の
正
式
な
分
離
」
は
問
題
と
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
、
一
六
四
七
年
二
月
二
○
日
に
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
全
体
の
名
に
よ
る
信
任
状
を
受
領
す
る
と
、
ス

イ
ス
全
体
の
帝
国
か
ら
の
独
立
と
そ
の
国
際
的
承
認
を
目
的
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
ス
イ
ス
を
「
自
由
に
し
て
主
権
的
な
国
家
」（É

tat

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（一）
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28

libre
etsouverain

）
と
み
な
す
よ
う
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。E

gger
(note

79),pp. 192

―193.

（
81
）

F.B
osbach,“D

ie
E

idgenossenschaftim
Spannungsfeld

der
G

rossm
ächte

1646
bis

1648
anhand

der

《A
cta

Pacis
W

estphalicae

》”,M
.Jorio

(H
rsg.), 1648:D

ie
Schw

eiz
und

E
uropa:A

ussenpolitik
zur

Zeit
des

W
estfälischen

Friedens
( Zürich, 1999),S. 41.

こ
の
ボ
ス
バ
ッ
ハ
の
論
考
で
は
、
特
に
、
エ
ル
ザ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
譲
渡
と
の
関
連
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
地
位

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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